
木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
森
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る

竹
中
工
務
店

森林を活かす
都市の木造化

も 　 り

ま 　 ち

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

1竹
中
工
務
店
で
は
２
０
０
０
年
初
頭
よ
り
、

持
続
可
能
な
社
会
に
は
循
環
型
資
源
で
あ
る

木
材
活
用
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
中
高
層

木
造
の
技
術
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。　

　

そ
の
１
つ
が
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
と
命
名

し
た
耐
火
集
成
材
の
技
術
で
す
。
そ
の
ア
イ
デ

ア
は
２
０
０
３
年
に
創
起
さ
れ
、
２
０
０
６
年

に
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
１
時
間
耐
火
認
定

の
取
得
以
降
、
昨
年
末
ま
で
に
合
計
18
件
の

適
用
施
工
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
は
、
３

時
間
耐
火
認
定
を
取
得
し
、
超
高
層
木
造
建

築
の
実
現
が
可
能
で
す
。
ま
た
利
用
で
き
る

樹
種
も
、
当
初
の
カ
ラ
マ
ツ
か
ら
、
日
本
中

で
育
つ
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
そ
の
１
時
間
耐
火
認
定
の
技
術
は
、

オ
ー
プ
ン
化
も
行
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
２
０
１
６
年
に
木
造
・
木
質

建
築
推
進
本
部
を
発
足
さ
せ
、「
木
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
森
と
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る
」

を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

こ
れ
ま
で
の
国
産
材
利
用
促
進
の
取
り
組
み

を
官
民
協
働
へ
と
発
展
さ
せ
、
中
高
層
木
造

建
築
の
一
層
の
市
場
拡
大
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、
２
０
２
２
年
６
月
に
農
林
水

産
省
と
協
定
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

プロジェクト実績 左上：大阪木材仲買会館　左下：三菱地所  ＰＡＲＫＷＯＯＤ  高森
中下：タクマビル新館 (研修センター)　右：ＨＵＬＩＣ    ＆ＮｅｗＧＩＮＺＡ８

燃エンウッド®
燃え止まり機構の仕組み

　
２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
都
市
の
木
造
化
推
進
法
で
は
、「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
と
協
定
を
締
結
し
た
企
業
等
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

20212013

20202019

シリーズ

122023.8 No.197林野



協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

2

協
定
に
基
づ
く
取
組

3

今
後
の
抱
負

4

大阪・関西万博大屋根 (リング) 　　　　　　　　　提供：２０２５年日本国際博覧会協会

(仮)日本橋本町一丁目３番計画

　

今
回
の
協
定
締
結
以
降
、
２
０
２
２
年
12

月
末
ま
で
に
整
備
し
た
物
件
は
、
木
造
と
内

外
装
の
木
質
化
を
合
わ
せ
て
６
件
あ
り
、
木

材
２
，２
４
０
㎥
を
活
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、

木
造
化
を
検
討
す
る
建
築
主
等
に
対
し
て
、

当
社
設
計
・
施
工
し
た
建
物
の
見
学
会
を

　

協
定
で
は
、「
中
高
層
木
造
建
築
等
の
推
進

に
よ
る
木
材
利
用
拡
大
」
を
掲
げ
、
以
下
の

３
つ
の
構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

❶　

木
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
木
材

　

の
活
用
可
能
な
領
域
・
自
由
度
を
拡
大
さ

　

せ
、
中
高
層
木
造
建
築
物
等
で
の
国
産
木

　

材
の
利
用
を
促
進
す
る

❷　

森
林
資
源
と
地
域
経
済
の
持
続
可
能
な

好
循
環
「
森
林
グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ

」

　

の
構
築
と
普
及
活
動
を
図
る

❸　

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の

　

促
進
に
関
す
る
法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

　

法
）
に
規
定
す
る
合
法
伐
採
木
材
等
の
利

　

用
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
貢
献
す
る

　

当
社
は
「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
Ⓡ

」
を
適
用
し

た
初
め
て
の
耐
火
木
造
建
築
で
あ
る
「
大

阪
木
材
仲
買
会
館
」
を
２
０
１
３
年
に
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
以
降
、
日
本
初
の
高
層
木

造
建
築
と
し
て
、
集
合
住
宅
で
は
２
０
１
９
年

　

最
近
に
な
り
、
超
高
層
木
造
建
築
の
計
画

が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
２

０
２
６
年
に
は
三
井
不
動
産
の
「（
仮
）
日

本
橋
本
町
一
丁
目
３
番
計
画
」、
２
０
２
８

年
度
に
は
、「
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

新･

本
店
ビ
ル
」
が
竣
工
予
定
で
す
。
こ
の

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
る
超
高
層
木
造
建
築

の
実
現
に
向
け
て
、
当
社
で
は
、
新
た
な
技

術
開
発
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
２
０
２
５
年
大
阪･

関
西
万
博
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
大
屋
根
（
リ
ン
グ
）
は
、

世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
に
な
る
予
定
で
す

が
、
こ
れ
を
木
造
建
築
の
良
さ
を
多
く
の
人

に
広
め
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
捉
え
、
技
術

力
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

完成予想パース (２０２０年９月時点) 
提供：三井不動産・竹中工務店

に「
三
菱
地
所　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
高
森
」、

オ
フ
ィ
ス
で
は
２
０
２
０
年
に
「
タ
ク
マ

ビ
ル
新
館
」
、
商
業
で
は
２
０
２
１
年
に

「
Ｈ
Ｕ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
８
」

の
設
計
施
工
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
異
材
料
と
の
接
合
技
術
、

木
材
を
「
現
し
」
で
見
せ
る
技
術
、
建
築･

構

造･

設
備
の
融
合
な
ど
、「
木
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
が
不
可
欠
で
す
。
当
社
は
、
木
造
建

築
の
魅
力
に
加
え
、
必
要
な
技
術
に
関
し
て
、

見
学
会
、
講
演
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
情

報
発
信
し
、
理
解
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

都
市
に
お
け
る
中
高
層
建
築
の
木
造
化

は
、
木
材
利
用
を
介
し
た
地
域
と
都
市
の
経

済
循
環
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
社
で
は
、
こ
う
し
た
森
林
資
源
と
地

域
社
会
の
持
続
可
能
な
好
循
環
を
「
森
林

グ
ラ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
Ⓡ

」
と
名
付
け
、
顔
の

見
え
る
木
材
調
達
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
に
よ
る
「
森
の
産
業
創
出
」、
出
材
地

で
の
植
林
・
育
林
と
い
っ
た
「
持
続
可
能
な

森
づ
く
り
」
ま
で
拡
げ
取
り
組
み
ま
す
。

同
年
12
月
ま
で
に
計
１
３
２
回
開
催
し
、
建

築
・
工
事
の
概
要
や
当
社
の
取
組
を
説
明
し
、

木
造
建
築
の
意
義
や
可
能
性
の
普
及
を
図

り
ま
し
た
。

森林資源と地域経済の持続可能な好循環

　

今
後
国
内
に
て
、
木
造
建
築
市
場
を
拡
大

し
て
い
く
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
課
題
（
①

技
術
開
発
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
新
構
築

③
規
制
合
理
化
）
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
で
、

木
造
建
築
の
需
要
が
高
ま
り
、
建
設
コ
ス
ト

も
下
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

欧
米
で
は
同
様
の
課
題
解
決
に
20
年
を
要
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
欧
米
に
追

い
つ
く
た
め
に
５
年
か
ら
10
年
間
で
解
決
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

協
定
制
度
へ
の
期
待

5
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